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(百万円未満切捨て)
１．平成28年３月期の連結業績（平成27年４月１日～平成28年３月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年３月期 18,583 △4.1 666 △29.5 677 △35.9 634 △6.8

27年３月期 19,386 △2.4 945 △23.1 1,056 △19.9 680 △26.1
(注) 包括利益 28年３月期 △234百万円(△79.7％) 27年３月期 1,154百万円(△20.9％)
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

28年３月期 51.16 － 3.4 2.8 3.6

27年３月期 53.59 － 3.5 4.2 4.9
(参考) 持分法投資損益 28年３月期 －百万円 27年３月期 －百万円
　　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

28年３月期 22,604 18,663 82.6 1,505.09

27年３月期 24,955 19,196 76.9 1,548.01
(参考) 自己資本 28年３月期 18,662百万円 27年３月期 19,195百万円
　　

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

28年３月期 1,381 1,646 △1,013 6,236

27年３月期 1,904 △1,488 △540 4,250
　　　

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

27年３月期 － 10.00 － 14.00 24.00 302 44.8 1.6

28年３月期 － 10.00 － 14.00 24.00 297 46.9 1.6

29年３月期(予想) － 10.00 － 14.00 24.00 55.1
　　

３．平成29年３月期の連結業績予想（平成28年４月１日～平成29年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 7,980 △17.7 350 32.2 375 26.0 250 28.0 20.16

通 期 16,000 △13.9 800 20.1 850 25.5 540 △14.9 43.55
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※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 有

　 新規 －社 (社名) 、除外 １社 (社名)大連味思開生物技術有限公司
　　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は添付資料P17「５．連結財務諸表（５）連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧く

　 ださい。
　　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 28年３月期 13,056,198株 27年３月期 13,056,198株

② 期末自己株式数 28年３月期 656,362株 27年３月期 656,171株

③ 期中平均株式数 28年３月期 12,399,982株 27年３月期 12,703,947株
　　

(参考) 個別業績の概要
１．平成28年３月期の個別業績（平成27年４月１日～平成28年３月31日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年３月期 13,793 △4.7 664 △24.4 689 △33.0 449 △32.9

27年３月期 14,467 △4.1 877 △25.0 1,028 △20.3 669 △30.2
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

28年３月期 36.25 －

27年３月期 52.73 －
　　

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

28年３月期 22,196 18,510 83.4 1,492.72

27年３月期 24,317 19,082 78.5 1,538.82

(参考) 自己資本 28年３月期 18,509百万円 27年３月期 19,046百万円
　　　

※ 監査手続の実施状況に関する表示
・この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、金融商
品取引法に基づく財務諸表の監査手続は終了しておりません。

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因にり大きく異なる可能性があります。業績予想の
前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２ページ「１．経営成績・財
政状態に関する分析（１）経営成績に関する分析」をご覧ください。
・当社は平成28年６月１日に証券アナリスト向けの決算説明会を開催する予定です。
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１．経営成績・財政状態に関する分析

（１）経営成績に関する分析

　①当期の経営成績

当連結会計年度におけるわが国経済を取り巻く環境は、政府の経済政策の効果により、雇用・所得環境の改善

がみられ、全般的には穏やかな景気回復基調が続いているものの、個人消費の動きは節約志向の強まりが見られ

ることにより弱さが継続しており、また、中国をはじめとする新興国等の景気の下振れ懸念などもあり、実態経

済の先行きは依然として不透明な状況となっています。

このような中、当社グループでは、中期経営計画「Change ＆ Challenge」の最終年度にあたり、自らが“変

化”し、新しいことに“挑戦”していく企業風土を醸成しながら、更なる企業価値向上と持続的な成長の実現に

向けた取り組みを進めてまいりました。

具体的には、YSK再興戦略として、i. 事業構造改革の実施、ii. 収益重視の営業推進、iii. 新規事業領域

（「B to C」市場）の進展、iv. Only One、差別化商品開発・上市の継続、v. 海外第2拠点の確立、vi. 攻めの

ガバナンスとROEの向上を掲げ、既存事業においては、値上げによる収益改善を図ると共に、通信販売事業にお

ける化粧品「NAG＋」シリーズの販売推進や農業分野への進出など新規事業領域の拡大に注力してきました。ま

た、製造面では、低採算製品の統廃合をはじめとした事業の構造改革を行い、３工場（静岡・吉田・榛原）の閉

鎖等を実施するなど、生産性及び収益性の向上に向けた取り組みを着実に進めてまいりました。この中で、平成

28年３月31日付けで連結子会社である大連味思開生物技術有限公司の出資持分の全部を譲渡しております。（詳

細につきましては平成28年３月25日に公表いたしました「子会社の出資持分譲渡に関するお知らせ」をご参照く

ださい。）

以上の結果、売上面につきましては、景気回復の期待感に支えられて、加工食品用の調味料の需要が回復基調

を維持しておりますが、機能食品は、事業構造改革に係る医療栄養食品事業の撤退による減収に加え、健康食品

市場の競争激化に伴う取引先の需要が減少したほか、水産物のOEM加工が減少するなど、連結売上高は185億83百

万円（前年同期比８億２百万円、4.1％減）となりました。利益面につきましては、事業構造改革による低採算

事業の整理に取り組んだものの、円安による原材料価格の上昇など製造経費の増加をカバーするべく対応した製

品価格値上げの推進が遅れたほか、化粧品通販事業の販促に係る費用が増加したことから、連結営業利益は６億

66百万円（同２億78百万円、29.5％減）、連結経常利益は、６億77百万円（同３億79百万円、35.9％減）、その

他、事業構造改革に伴う事業再編損など特別損失の計上などにより、親会社株主に帰属する当期純利益は６億34

百万円（同46百万円、6.8％減）となりました。

セグメント別の業績は以下の通りです。

なお、当連結会計年度より、販管費及び一般管理費の配賦方法を変更しております。このため、前連結会計年

度のセグメント情報については、配賦方法の変更を反映した修正後の数値となっております。

　

（調味料）

調味料は、主に加工食品メーカー向けの液体調味料や粉体調味料の製造販売及び各種わさび類他香辛料の製

造販売です。粉体製品が前年同期比8.5％増、液体製品が前年同期比3.8%増と好調に推移したことで、売上高

は89億６百万円（前年同期比４億45百万円、5.3％増）、セグメント利益（営業利益）は、値上げの推進が遅

れたほか、平成26年８月に稼動した掛川工場の固定費負担に係る影響により、６億54百万円（同１億72百万

円、20.9％減）となりました。

　

（機能食品）

機能食品は、機能性食品素材及び機能食品の製造販売及び医療栄養食のOEM製造販売ですが、昨年から引き

続き健康食品市場の競争激化に伴う取引先の受注減少、期初に計画した通りに実施した医療栄養食事業の撤退

による８億58百万円の減収が主要因となり、この結果、機能性食品素材、機能性食品及び医療栄養食が減収と

なりました。売上高は46億７百万円（同12億３百万円、20.7％減）、セグメント利益（営業利益）は６億20百

万円（同28百万円、4.9％増）となりました。
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（水産物）

水産物は、主に冷凍鮪・冷凍鰹の原料販売並びに加工製品の製造販売です。海外向け販売の回復や外食関係

の需要増加によりマグロ販売が好調に推移しましたが、問屋部門、加工部門、倉庫部門の物量の減少などによ

り、売上高は36億74百万円（同１億16百万円、3.1％減）となりました。セグメント利益（営業利益）は８百

万円（同14百万円、63.9％減）となりました。

　

　（その他）

その他は、その他商品の販売ですが、売上高は13億94百万円（同71百万円、5.4％増）、セグメント損失

（営業損失）は化粧品通販事業の販売促進に伴う広告宣伝費の増加により64百万円（前年同期はセグメント利

益47百万円）となりました。

　

　②次期の見通し

わが国経済を取り巻く環境は、雇用・所得環境の改善継続、政府や日銀による経済政策などを背景として、海外

経済の下振れによる懸念もあるなかで、景気の先行きは引続き予断を許さない状況で推移するものと思われます。

当社を取り巻く事業環境は、足元では為替変動により輸入原料価格が不安定となっている状況下、製品の値上げ

が進んではいるものの、景気好転の期待感も薄れ、国内の消費動向は低価格指向へと逆戻りの兆しがみられるなど、

先行き不透明な状況となっています。

こうした中で、当社グループは新たな３カ年中期経営計画「YSK Priority」を策定しました。新中期経営計画は、

“水産系天然素材メーカーNo.１”を合言葉に全社一丸となって“強み分野への集中”を徹底的に行い、当連結会計

年度中に実施した事業構造改革の成果の具現化に注力致します。

当社グループは新中期経営計画の初年度にあたり、強み分野へ集中することで収益基盤を強化すると共に、ASEAN

を中心とした日本品質に対する需要の取り込みと、B to C事業を軌道に乗せるべく、挑戦を継続します。また、

人・組織機能の強化として、社内各部署の業務計画に明確な指標を設けた管理体制の構築と共に、掛川工場を主要

拠点として進化させつつ、水産系天然素材の強みを加工技術による差別化によって更に増進させ、広く付加価値の

提案・提供を推進します。

スリム化した事業構造により次期の連結売上高は160億円（前年同期比13.9％減）、連結営業利益８億円（同20.1

％増）、連結経常利益８億50百万円（同25.5％増）、親会社株主に帰属する当期純利益５億40百万円（同14.9％

減）を見込んでいます。

なお、上記予想は、本資料発表日現在において入手可能な情報を前提としているほか、将来の業績に与える不確

実な要因によって大きく変動する結果となる可能性があります。

（２）財政状態に関する分析

　①資産、負債及び純資産の状況

　 当連結会計年度末における総資産の総額は、前期比23億51百万円減少し226億４百万円となりました。

流動資産は、受取手形及び売掛金が５億54百万円減少、棚卸資産が製品の減少などにより４億90百万円減少した

一方、投資有価証券の売却に伴い現金及び預金が19億65百万円増加したことなどにより、前期比８億17百万円増加

し、135億80百万円となりました。

固定資産は、事業構造改革に伴い各種有形固定資産の売却・除却等を行ったことなどにより有形固定資産が14億

99百万円減少しました。投資その他の資産は、退職給付に係る資産が90百万円増加した一方、投資有価証券が一部

株式を売却したことにより17億12百万円減少したことなどから、16億26百万円減少しました。この結果、固定資産

合計が前期比31億68百万円減少し、90億24百万円となりました。

流動負債は、１年内返済予定長期借入金が９億円増加した一方、短期借入金が５億円減少、支払手形及び買掛金

が７億51百万円減少、未払法人税等が２億12百万円減少したことなどから、前期比３億26百万円減少し、37億37百

万円となりました。

固定負債は、長期借入金が11億円減少し、繰延税金負債が３億92百万円減少したことなどにより、前期比14億92

百万円減少して２億３百万円となり、負債合計は前期比18億18百万円減少し、39億41百万円となりました。

純資産は、利益剰余金が３億36百万円増加した一方、その他有価証券評価差額金が７億25百万円減少、為替換算

調整勘定が１億43百万円減少したことなどにより、前期比５億32百万円減少し、186億63百万円となりました。

　この結果、自己資本比率は82.6％となりました。
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②キャッシュ・フローの状況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）の残高は62億36百万円となり、前連結会

計年度末比19億85百万円増加しました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当連結会計年度における営業活動の結果、増加した資金は13億81百万円（前年同期比５億23百万円減）となりま

した。この内訳の主なものは、税金等調整前当期純利益８億71百万円、減価償却費８億44百万円、売上債権の減少

５億10百万円などの増加要因に対し、仕入債務の減少７億41百万円、投資有価証券の売却益７億６百万円などの減

少要因によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当連結会計年度における投資活動の結果、増加した資金は16億46百万円（同31億34百万円増）となりました。こ

の内訳の主なものは、投資有価証券の売却による収入14億86百万円、貸付金の回収による収入１億13百万円などの

増加要因によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当連結会計年度における財務活動の結果、減少した資金は10億13百万円（同４億72百万円減）となりました。こ

の内訳の主なものは、短期借入金の減少５億円、長期借入金の返済による支出２億円、配当金の支払額２億97百万

円などの減少要因によるものであります。

(参考) キャッシュ・フロー関連指標の推移

　

平成24年３月期 平成25年３月期 平成26年３月期 平成27年３月期 平成28年３月期

自己資本比率(%) 83.0 84.1 79.9 76.9 82.6

時価ベースの自己資本比率(%) 53.8 52.0 51.7 51.3 55.8

キャッシュ・フロー対有利子
負債比率(%)

6.4 － 142.9 120.8 115.8

インタレスト・カバレッジ・
レシオ(倍)

1,461 2,987 1,444 477 411

(注) １．各指標はいずれも連結ベースの財務数値を用いて、以下の計算式により算出しております。

　 自己資本比率：自己資本／総資産

　 時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

　 キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー

　 インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い

　 ２．株式時価総額は自己株式を除く発行済株式数をベースに計算しております。

　 ３．キャッシュ・フローは、営業キャッシュ・フローを利用しております。

４．有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としており

ます。

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社は、株主に対する利益還元を経営の最重要課題の一つとして位置づけております。利益配分としては、時代の

ニーズに対応するための研究開発、生産、市場開拓等への投資を進めながら、競争力の維持・向上を図ることによっ

て安定的な利益を確保し、業績に裏付けられた成果の配分を行うことを基本方針とし、第２四半期及び期末に剰余金

の配当を行っております。また、これら剰余金の配当等の決定機関は、平成27年６月26日開催の第56期定時株主総会

において、剰余金の配当等会社法第459条第１項各号に定める事項については、法令に別段の定めのある場合を除き、

株主総会の決議によらず取締役会の決議によって定める旨の定款変更を決議しております。

なお、内部留保資金の使途につきましては、自己資金の充実に配慮しつつも、計画に基づいた効果的な設備投資、

研究開発資金等の資金需要に備えております。

当連結会計年度の期末配当金につきましては、業績を勘案して１株につき14円とさせていただきます。平成27年12

月２日に実施済みの中間配当金１株当たり10円とあわせて、年間配当金は１株当たり24円となります。

翌連結会計年度につきましては、１株当たり年間24円（中間10円、期末14円）の配当を予定しています。
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（４）事業等のリスク

当社グループの経営成績、株価及び財政状態に影響を及ぼす可能性のあるリスクについては、以下のようなもの

があります。なお、文中における将来に関する事項は、当連結会計年度末において当社グループが判断したもので

す。

① 食の安全性について

食品の安全性については、取引先及び消費者からの要求が高まり、品質はもとより表示の厳正な情報開示に対し

ても、適切な対応を求められています。

　当社は、平成14年に取得したISO9001の継続及び品質管理部門の集約による効率的かつ厳正な品質チェックを推

進していますが、当社グループが販売する製品群には、末端消費財である食品も含まれ、直接消費者が食すること

に係る品質上のリスクならびに製品への表示内容とともに、広告や商品説明における法規制上のリスクが高い状況

にあります。

当社グループは、消費者をより意識した品質保証体制の強化及び充実を図っていますが、万が一、品質や表示上

の問題による製品回収の事態が発生した場合、経営成績に影響を及ぼす可能性があります。

② 主要な天然由来原料の調達について

　当社グループの製品に使用する天然由来の主要原料は、気候の著しい変化及び受給バランスの変化によって、

その購入価格や調達数量の安定性に変動が生じる可能性があります。また、輸入品への依存率の上昇に伴い、当該

原料の輸出入規制など国際情勢による影響を受ける事も想定されます。

当社グループは、このような原料事情を勘案し、製造原価への影響を最小限に抑え、安定的かつ高品質な原料の

調達先の開拓を推進していますが、購入価格の高騰の際には製造コストの上昇、輸入原料の調達不調の際には製品

の供給停止の要因となり、財政状態及び経営成績に影響を及ぼす可能性があります。

③ 取引先の依存度による影響

当社グループは、国内、海外共に多数の販売先に対して営業活動を行っています。

　当社グループの販売先ならびにＯＥＭ加工元における一部需要が急激に変化し、その取引額のグループ全体の業

績に対する比率が高まる場合、その需要の増減が経営成績に影響を及ぼす可能性があります。

④ 法的規制による影響

当社グループは、法令を遵守し、的確な対応を行っていますが、当社グループの事業を規制する新たな法令の制

定・施行、及び海外取引における現地法令への対応の他、新規事業に適用される法的規制への対応により、財政状

態及び経営成績に影響を及ぼす可能性があります。

⑤ 自然災害等による影響

当社グループは、静岡県の中部、西部地区に生産拠点としての工場、研究開発部門ならびに本社を有していま

す。東海地震の発生に備えて、当該生産拠点の安全管理体制の確立及び設備増強対策を講じるとともに、本社機能

を耐震性の高い建物へ移転し、通信・情報システムのバックアップ管理と共にデータセンターを耐震施設へ移転し

ています。また、事業継続計画（BCP）に関しては、平成26年8月に静岡県の内陸部（掛川市）に新工場を建設した

ほか、災害時の円滑な資金調達手段の確保を目的として、地元金融機関と「震災リスク対応型コミットメントライ

ン」の契約を締結し、ハード面だけでなくソフト面での対策も行うなど、災害に強い体制作りを具体的に進めてい

ます。しかし、想定以上の地震やその他の事象が生じた場合には、当社グループの操業が中断し、生産及び出荷が

遅延、さらには工場等の修復・代替に係る巨額な支出を要し、経営成績に多大な影響を与える可能性があります。
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２．企業集団の状況

当社グループは、当社と子会社２社(マルミフーズ㈱、ＵＭＩウェルネス㈱)で構成されており、事業は、調味料、

機能食品、水産物及びその他の食品の製造・販売業務を営んでおります。

当社及び当社の子会社の事業における当社及び子会社の位置付け及びセグメントの関連は、次のとおりでありま

す。

（注）連結子会社である大連味思開生物技術有限公司は、平成28年３月31日付けで出資持分の全部を譲渡しておりま

　 す。

３．経営方針

（１）会社の経営の基本方針

当社グループは「天然素材の持つ無限の可能性を追求し、“おいしさ と健康”を通して、豊かな生活に貢献しま

す」を企業理念に掲げ、企業価値の向上を目指しています。

（２）目標とする経営指標

当社グループでは、３年毎に更新する中期経営計画において、経営環境に応じた経営戦略と基本方針、推進施策

を設け、これを年度毎の経営指標・業務計画に落とし込んで実行・管理しています。また、資本効率の向上を目指

し、ROE（自己資本利益率）を経営指標として活用しています。

（３）中長期的な会社の経営戦略及び対処すべき課題

当社グループでは、平成25年５月に中期経営計画「Change ＆ Challenge」（以下「前計画」といいます。）を

発表し、その後、平成27年10月30日に公表のとおり数値計画を修正いたしました。当連結会計年度は、前計画の

重点施策を継続・遂行すると共に、事業構造改革として不採算事業の整理を進め、本年３月末日をもって前計画

を終了しました。新たな中期経営計画「YSK Priority」（以下「新計画」といいます。）は、これまでの事業構造

改革を背景に、当社の“強み分野へ集中”できる体制が整備できたことから、基本戦略として３つの柱（（ⅰ）

収益基盤の確立、（ⅱ）新規事業領域の拡大、（ⅲ）人・組織機能の強化）に注力し、以下の重点施策を推進し

ていく所存です。
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　① 収益基盤の確立

事業構造改革による低採算事業の整理や資産のスリム化を実行しました。これにより既存事業では、当社グ

ループの強みである水産系の天然素材を原料とした調味料、機能性食品素材に、更に集中してまいります。過

去からの技術と品質に裏付けされた営業・開発体制の下、営業力の強化を図り、より強固な収益基盤の確立を

目指します。

稼働３年となる掛川工場（静岡県掛川市）は、更に安定品質・安定稼働を確保する仕組みを構築することに

より、より一層「食の安全・安心」を提供できる主要拠点に進化させます。

　② 新規事業領域の拡大

日本食の広がりや当社独自の素材を背景に、ASEAN地域の販路拡大は、経営資源をASEAN地域へ集中投下し、

具体的な拠点開設に向けたステップに移行します。水産系の調味料の需要を掘り起こして販路拡大を図る他、

機能性調味料の展開に注力します。機能性素材では、ASEAN各国のローカルニーズを取り込み、成長分野に育成

するべく販路の拡大に取り組みます。

B to C事業においては、素材開発から末端販売までの一貫体制が強みとなり、売上の増加に収益が伴うよう、

効率的な広告宣伝を実施します。

　③ 人・組織機能の強化

変化の激しい経営環境にあって、グループ経営基盤をより盤石にすることを目指し、それを支える人・組織

の機能を整備・強化してまいります。新中期経営計画の推進には、グループ全体が有機的に行動できる環境整

備が必要であり、教育体系を含む人材育成プログラムの再構築を行います。

　 当社グループを取り巻く環境は、厳しい状況ではありますが、更に事業領域の深化と拡大を並行して進めつつ

　 経営基盤を充実させていく所存です。

４．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社グループは当面日本基準を適用することとしております。なお、国際財務報告基準の採用につきましては、今後

の海外売上高比率の動向及び我が国における任意適用状況等を勘案しながら検討していく方針です。
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５．連結財務諸表

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当連結会計年度
(平成28年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,882,275 6,848,038

受取手形及び売掛金 4,266,043 3,711,358

商品及び製品 1,350,511 956,080

仕掛品 143,227 162,623

原材料及び貯蔵品 1,781,525 1,666,313

繰延税金資産 79,957 68,193

その他 267,180 172,017

貸倒引当金 △7,153 △3,836

流動資産合計 12,763,568 13,580,788

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,214,566 2,506,100

機械装置及び運搬具（純額） 2,376,593 1,759,955

土地 3,000,335 2,813,263

リース資産（純額） 33,880 20,492

建設仮勘定 － 40,619

その他（純額） 55,208 40,975

有形固定資産合計 8,680,584 7,181,407

無形固定資産 72,054 29,403

投資その他の資産

投資有価証券 3,216,012 1,503,405

退職給付に係る資産 53,532 144,173

繰延税金資産 3,752 7,033

その他 173,936 164,078

貸倒引当金 △7,571 △5,471

投資その他の資産合計 3,439,662 1,813,219

固定資産合計 12,192,302 9,024,030

資産合計 24,955,871 22,604,819
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当連結会計年度
(平成28年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,908,056 1,156,738

短期借入金 1,000,000 500,000

1年内返済予定の長期借入金 200,000 1,100,000

リース債務 19,201 9,175

未払法人税等 323,583 111,266

未払消費税等 23,144 219,968

賞与引当金 115,231 99,413

事業整理損失引当金 － 42,976

その他 474,770 498,313

流動負債合計 4,063,988 3,737,853

固定負債

長期借入金 1,100,000 －

リース債務 17,350 12,685

繰延税金負債 553,142 160,292

退職給付に係る負債 11,742 20,451

長期未払金 13,434 10,010

固定負債合計 1,695,670 203,439

負債合計 5,759,658 3,941,292

純資産の部

株主資本

資本金 3,617,642 3,617,642

資本剰余金 3,414,133 3,414,133

利益剰余金 11,489,360 11,826,088

自己株式 △623,001 △623,194

株主資本合計 17,898,135 18,234,669

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,153,426 428,177

為替換算調整勘定 143,798 －

その他の包括利益累計額合計 1,297,224 428,177

新株予約権 853 680

純資産合計 19,196,212 18,663,526

負債純資産合計 24,955,871 22,604,819
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成26年４月１日
　至 平成27年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

売上高 19,386,231 18,583,381

売上原価 15,364,756 14,739,224

売上総利益 4,021,475 3,844,157

販売費及び一般管理費 3,076,451 3,177,831

営業利益 945,023 666,326

営業外収益

受取利息 6,534 2,094

受取配当金 65,560 51,181

受取賃貸料 718 62,245

為替差益 46,560 －

その他 49,866 70,917

営業外収益合計 169,239 186,438

営業外費用

支払利息 3,835 3,402

為替差損 － 28,119

たな卸資産廃棄損 35,688 48,454

損害賠償金 6,771 6,886

減価償却費 － 50,600

その他 11,403 37,966

営業外費用合計 57,698 175,430

経常利益 1,056,564 677,335
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(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成26年４月１日
　至 平成27年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

特別利益

固定資産売却益 429 1,522

投資有価証券売却益 132,958 706,990

保険収益 13,096 －

国庫補助金 － 36,303

特別利益合計 146,484 744,816

特別損失

固定資産売却損 － 1,596

固定資産除却損 4,588 3,446

事業再編損 － 95,094

事業整理損失引当金繰入額 － 42,976

投資有価証券売却損 1,510 －

投資有価証券償還損 1,718 －

損害賠償金 47,849 13,628

会員権売却損 781 －

関係会社株式売却損 － 233,252

減損損失 53,577 160,430

特別損失合計 110,025 550,425

税金等調整前当期純利益 1,093,022 871,725

法人税、住民税及び事業税 362,338 264,891

法人税等調整額 49,943 △27,494

法人税等合計 412,281 237,397

当期純利益 680,741 634,328

非支配株主に帰属する当期純利益 － －

親会社株主に帰属する当期純利益 680,741 634,328
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成26年４月１日
　至 平成27年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

当期純利益 680,741 634,328

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 427,650 △725,249

為替換算調整勘定 46,590 △143,798

その他の包括利益合計 474,241 △869,047

包括利益 1,154,982 △234,718

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 1,154,982 △234,718

非支配株主に係る包括利益 － －
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日）

(単位：千円)

株主資本 その他の包括利益累計額

新株予約権純資産合計
資本金 資本剰余金利益剰余金 自己株式

株主資本合

計

その他有価

証券評価差

額金

為替換算調

整勘定

その他の包

括利益累計

額合計

当期首残高
3,617,642 3,414,133 11,143,86

0

△

135,023

18,040,61

3
725,775 97,207 822,983 －

18,863,59

6

当期変動額

剰余金の配当
△

335,241

△

335,241

△

335,241

親会社株主に帰属す

る当期純利益
680,741 680,741 680,741

自己株式の取得
△

487,977

△

487,977

△

487,977

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

427,650 46,590 474,241 853 475,094

当期変動額合計 － － 345,499
△

487,977

△

142,477
427,650 46,590 474,241 853 332,616

当期末残高
3,617,642 3,414,133 11,489,36

0

△

623,001

17,898,13

5

1,153,426
143,798

1,297,224
853

19,196,21

2

当連結会計年度（自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日）

(単位：千円)

株主資本 その他の包括利益累計額

新株予約権純資産合計
資本金 資本剰余金利益剰余金 自己株式

株主資本合

計

その他有価

証券評価差

額金

為替換算調

整勘定

その他の包

括利益累計

額合計

当期首残高
3,617,642 3,414,133 11,489,36

0

△

623,001

17,898,13

5

1,153,426
143,798

1,297,224
853

19,196,21

2

当期変動額

剰余金の配当
△

297,600

△

297,600

△

297,600

親会社株主に帰属す

る当期純利益
634,328 634,328 634,328

自己株式の取得 △193 △193 △193

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△

725,249

△

143,798

△

869,047
△173

△

869,220

当期変動額合計 － － 336,728 △193 336,534
△

725,249

△

143,798

△

869,047
△173

△

532,686

当期末残高
3,617,642 3,414,133 11,826,08

8

△

623,194

18,234,66

9
428,177 － 428,177 680

18,663,52

6
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成26年４月１日
　至 平成27年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 1,093,022 871,725

減価償却費 799,139 844,249

のれん償却額 1,529 1,529

退職給付に係る資産及び負債の増減額 △159,351 △81,932

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,693 △5,416

賞与引当金の増減額（△は減少） △5,272 △15,817

事業整理損失引当金の増減額（△は減少） － 42,976

受取利息及び受取配当金 △72,095 △53,276

支払利息 3,835 3,402

為替差損益（△は益） △17,449 17,889

投資有価証券売却損益（△は益） △131,448 △706,990

投資有価証券償還損益（△は益） 1,718 －

有形固定資産売却損益（△は益） △429 74

有形固定資産除却損 4,588 3,446

会員権売却損益（△は益） 781 －

損害賠償損失 47,849 20,514

減損損失 53,577 160,430

事業再編損 － 52,918

関係会社株式売却損益（△は益） － 233,252

国庫補助金収入 － △36,303

売上債権の増減額（△は増加） 4,557 510,251

たな卸資産の増減額（△は増加） △206,636 405,641

その他の流動資産の増減額（△は増加） △29,931 56,508

その他の固定資産の増減額（△は増加） 1,700 8,582

仕入債務の増減額（△は減少） 460,264 △741,582

未払消費税等の増減額（△は減少） △45,270 198,476

その他の流動負債の増減額（△は減少） 678 9,871

その他の固定負債の増減額（△は減少） － △3,424

その他 △26,989 4,030

小計 1,776,676 1,801,029

利息及び配当金の受取額 72,095 53,276

利息の支払額 △3,990 △3,359

法人税等の支払額 △83,359 △485,431

法人税等の還付額 190,992 －

損害賠償金の支払額 △47,849 △20,514

国庫補助金の受取額 － 36,303

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,904,564 1,381,303
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(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成26年４月１日
　至 平成27年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成27年４月１日
　至 平成28年３月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △962,781 △942,781

定期預金の払戻による収入 962,781 962,781

有形固定資産の取得による支出 △1,912,336 △116,179

有形固定資産の売却による収入 975 161,640

有形固定資産の除却による支出 － △522

無形固定資産の取得による支出 △4,007 △6,915

投資有価証券の取得による支出 △5,512 △5,797

投資有価証券の売却による収入 231,703 1,486,705

投資有価証券の償還による収入 200,046 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却
による支出

－ △6,448

貸付金の回収による収入 － 113,310

その他 818 417

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,488,314 1,646,210

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 500,000 △500,000

長期借入金の返済による支出 △200,000 △200,000

自己株式の取得による支出 △487,977 △193

新株予約権の発行による収入 853 －

配当金の支払額 △334,272 △297,753

リース債務の返済による支出 △19,456 △15,889

財務活動によるキャッシュ・フロー △540,852 △1,013,837

現金及び現金同等物に係る換算差額 27,878 △27,913

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △96,724 1,985,763

現金及び現金同等物の期首残高 4,347,218 4,250,494

現金及び現金同等物の期末残高 4,250,494 6,236,257
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項)

１．連結の範囲に関する事項

連結子会社の数 2社

連結子会社の名称 マルミフーズ㈱

ＵＭＩウェルネス㈱

　また、当連結会計年度より大連味思開生物技術有限公司については、出資持分の全部を譲渡したため連結子会社

　でなくなり、連結の範囲より除外しております。

２．持分法の適用に関する事項

該当事項はありません。

　

３．会計方針に関する事項

(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

(イ)有価証券

その他有価証券

時価のあるもの……決算日の市場価格等に基づく時価法

(評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定)

時価のないもの……移動平均法による原価法

(ロ)たな卸資産

主として総平均法による原価法

(貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価の切下げの方法により算定)

　

(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法

(イ)有形固定資産(リース資産を除く)

定率法を採用しております。

　ただし、提出会社の焼津工場の建物、機械装置は定額法

　平成10年４月１日以降に取得した建物(建物附属設備は除く)については、定額法

　なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

建物及び構築物 10年～31年

機械装置及び運搬具 ４年～10年

(ロ)無形固定資産(リース資産を除く)

定額法を採用しております。

なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間(５年)に基づく定額法

(ハ)リース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法

(3) 重要な引当金の計上基準

(イ)貸倒引当金

売上債権、貸付金等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の

債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

(ロ)賞与引当金

従業員の賞与支給に備えるため、期末在籍従業員に対して、支給対象期間に基づく賞与支給見込額の当連結会

計年度負担額を計上しております。

　(ハ)事業整理損失引当金

事業整理に伴い将来発生すると見込まれる費用のうち、当連結会計年度の負担に属すると認められる額を計上

決算短信（宝印刷） 2016年05月12日 08時32分 18ページ（Tess 1.50(64) 20160126_01）



焼津水産化学工業株式会社(2812) 平成28年３月期 決算短信

― 17 ―

しております。

(4) 退職給付に係る会計処理の方法

提出会社

従業員の退職金給付に備えるため、当連結会計年度末における退職給付債務及び年金資産の額に基づき計上

しております。

連結子会社

従業員の退職金給付に備えるため、当連結会計年度末における退職給付債務の額に基づき計上しております。

　

(5) のれんの償却方法及び償却期間

５年の定額法により償却しております。

　

(6) 連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

手許現金、随時引き出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負

わない取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来する短期投資からなっております。

　

(7) 消費税等の会計処理

税抜き方式によっております。

(会計方針の変更)

（企業結合に関する会計基準等の適用）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」という。）、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」という。）、及

び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基準」とい

う。）等を当連結会計年度から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰

余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更しました。ま

た、当連結会計年度の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の

見直しを企業結合日の属する連結会計年度の連結財務諸表に反映させる方法に変更します。加えて、当期純利益等の

表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行いました。当該表示の変更を反映させるため、

前連結会計年度については、連結財務諸表の組替えを行いました。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58-２項（４）、連結会計基準第44-５項（４）及び事

業分離等会計基準第57-４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、当連結会計年度の期首時点から将来にわた

って適用しました。

当連結会計年度の連結キャッシュ・フロー計算書においては、連結範囲の変動を伴わない子会社株式の取得又は売

却に係るキャッシュ・フローについては、「財務活動によるキャッシュ・フロー」の区分に記載し、連結範囲の変動

を伴う子会社株式の取得関連費用もしくは連結範囲の変動を伴わない子会社株式の取得又は売却に関連して生じた費

用に係るキャッシュ・フローは、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の区分に記載する方法に変更しました。

なお、当連結会計年度において、連結財務諸表及び１株当たり情報に与える影響額はありません。
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(追加情報)

　（法人税等の税率の変更による繰延税金資産及び繰延税金負債の金額の修正）

平成28年３月29日に、「所得税法等の一部を改正する法律」（平成28年法律第15号）及び「地方税法等の一部を

改正する等の法律」（平成28年法律第13号）が国会で成立したことに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算

に使用する法定実効税率を、前連結会計年度の32.0％から、平成28年４月１日に開始する連結会計年度及び平成29

年４月１日に開始する連結会計年度に解消が見込まれる一時差異等については30.7％に、平成30年４月１日以後開

始する連結会計年度に解消が見込まれる一時差異等については30.4％に変更しました。

この税率変更による影響は軽微であります。

(セグメント情報等)

(セグメント情報)

１．報告セグメントの概要

（１）報告セグメントの決定方法

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　

（２）各種報告セグメントに属する製品及びサービスの種類

当社グループは、調味料、機能食品、水産物及びその他の食品の製造・販売業務を営んでおり、製品・サービス

別のセグメントである「調味料」、「機能食品」及び「水産物」の３つを報告セグメントとしております。

「調味料」は各種エキス・各種オイル・各種スープ、各種粉体調味料、風味調味料、各種低塩調味料、各種わさ

び類他香辛料などを生産しております。

「機能食品」は各種海洋機能性素材、キチン・キトサン・オリゴ糖類などを生産しております。

「水産物」は冷凍マグロ・カツオ加工、水産物問屋業、倉庫業などを行っております。

　

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」におけ

る記載と同一であります。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格

に基づいております。

各セグメントの業績をより的確に測定することを目的に、配賦する販売費及び一般管理費の配賦方法を変更してお

ります。

なお、前連結会計年度のセグメント情報は、変更後の算定方法に基づき作成したものを開示しております。
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３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 平成26年４月１日 至 平成27年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
その他

(注)１
合計

調整額

(注)２

連結財務諸表

計上額

(注)３調味料 機能食品 水産物 計

売上高

(1）外部顧客への売上

高
8,461,014 5,810,698 3,791,154 18,062,867 1,323,364 19,386,231 － 19,386,231

(2）セグメント間の内

部売上高または振

替高

－ － 13,940 13,940 － 13,940 (13,940) －

計 8,461,014 5,810,698 3,805,095 18,076,808 1,323,364 19,400,172 (13,940) 19,386,231

セグメント利益 827,070 591,604 23,266 1,441,941 47,148 1,489,090 (544,066) 945,023

セグメント資産 7,975,362 4,859,198 1,398,811 14,233,372 1,622,373 15,855,746 9,100,125 24,955,871

その他の項目

減価償却費 448,508 273,870 47,327 769,706 5,247 774,954 24,185 799,139

のれんの償却額 1,529 － － 1,529 － 1,529 － 1,529

有形固定資産及び

無形固定資産の増加額
1,573,942 255,689 18,445 1,848,077 － 1,848,077 3,095 1,851,172

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、その他商品であります。

２. 調整額は以下のとおりであります。

(1) セグメント利益の調整額544,066千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社

費用は、主に報告セグメントに帰属しない親会社本社の総務、経理部門等管理部門に係る経費であります。

(2) セグメント資産の調整額9,100,125千円は、各報告セグメントに配分していない全社資産であります。全

社資産の主なものは親会社の資金（現金、有価証券及び投資有価証券）及び管理部門に係る資産等がありま

す。

３．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

４．当社では、負債は報告セグメント別に配分していないため、開示を省略しております。
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当連結会計年度(自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
その他

(注)１
合計

調整額

(注)２

連結財務諸表

計上額

(注)３調味料 機能食品 水産物 計

売上高

(1）外部顧客への売上高 8,906,698 4,607,224 3,674,969 17,188,892 1,394,489 18,583,381 － 18,583,381

(2）セグメント間の内部

売上高または振替高
－ － 9,046 9,046 － 9,046 （9,046） －

計 8,906,698 4,607,224 3,684,016 17,197,938 1,394,489 18,592,428 （9,046） 18,583,381

セグメント利益または損

失（△）
654,423 620,366 8,391 1,283,180 △64,871 1,218,309 （551,982） 666,326

セグメント資産 6,689,273 3,703,280 1,215,877 11,608,430 1,556,194 13,164,625 9,440,194 22,604,819

その他の項目

減価償却費 482,208 246,781 41,392 770,381 2,052 772,433 71,815 844,249

のれんの償却額 1,529 － － 1,529 － 1,529 － 1,529

有形固定資産及び

無形固定資産の増加額
67,407 12,901 21,900 101,129 － 101,129 60,569 162,778

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、その他商品であります。

２. 調整額は以下のとおりであります。

(1) セグメント利益または損失の調整額551,982千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり

ます。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない親会社本社の総務、経理部門等管理部門に係る経費で

あります。

(2) セグメント資産の調整額9,440,194千円は、各報告セグメントに配分していない全社資産であります。全

社資産の主なものは親会社の資金（現金、有価証券及び投資有価証券）及び管理部門に係る資産等がありま

す。

３．セグメント利益または損失は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

４．当社では、負債は報告セグメント別に配分していないため、開示を省略しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり純資産額並びに１株当たり当期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当連結会計年度

(平成28年３月31日)

(1) １株当たり純資産額 1,548円01銭 1,505円09銭

　

項目
前連結会計年度

(自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日)

(2) １株当たり当期純利益金額 53円59銭 51円16銭

(算定上の基礎)

親会社株主に帰属する当期純利益(千円) 680,741 634,328

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純
利益(千円)

680,741 634,328

期中平均株式数(株) 12,703,947 12,399,982

(注) 潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。
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６．その他

（１）役員の異動

　①代表者の異動

　 該当事項はありません。

　

　 ②その他の役員の移動（平成28年６月29日付予定）

　 新任取締役（監査等委員である取締役を除く）候補

　 取締役 内山 毅彦（現 経営統括本部 本部長）

　 取締役（社外） 高藤 忠治（現 監査等委員）

　 監査等委員である新任取締役候補

　 取締役（社外） 藤井 明

　

　 補欠監査等委員である取締役候補

　 取締役（社外） 高藤 忠治（現 監査等委員）

　

　 退任予定役員

　 取締役 山本 和広（現 取締役会長）

　 取締役 澤本 猪三雄（現 社外取締役）

　 取締役 大橋 弘明（執行役員就任予定 現 生産本部 本部長）
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